
ひ
と
く
ち
様

脚
本
　CineO

ps

第
一
稿

（
こ
れ
は
サ
ン
プ
ル
脚
本
で
す
）

登
場
人
物

　
笠
原
ヒ
ロ
キ
（29

）…
…
…

主
人
公
。
フ
リ
ー
編
集
者

　
笠
原
ナ
ナ
ミ
（23

）…
…
…

ヒ
ロ
キ
の
妹
／
大
学
院
生

　
祖
母
・
笠
原
シ
ノ
（
故
人
・80

）…
…

冒
頭
に
死
亡

　
親
族
・
笠
原
正
志
（52

）…

本
家
筋
の
い
と
こ
お
じ
／
口
数
少
な
い

　
親
族
・
笠
原
ト
メ
（78

）…

シ
ノ
の
妹
／
神
経
質

　
村
の
老
人
・
大
迫
（70

）…

村
の
元
区
長
／
何
か
を
知
っ
て
い
る

　
村
長
・
内
田
（55

）…
…
…

表
向
き
は
紳
士
、
裏
で
儀
式
を
仕
切
る

　
神
主
・
榊
（60

）…
…
…
…

八
尋
神
社
の
宮
司

　
女
子
高
生
・
真
帆
（17

）…

隣
家
の
娘
／
唯
一
の
若
者

　
真
帆
の
母
・
雅
子
（45

）…

　
仕
出
屋
の
女
・
澄
江
（50

）…

毎
日
御
膳
を
届
け
る

　
民
俗
学
者
・
久
住
（45

）…

東
京
か
ら
の
協
力
者
／
電
話
の
み

　
幼
い
ナ
ナ
ミ
（8

）…
…
…

回
想

　
若
き
シ
ノ
（30

代
）…

…
…

回
想

　
ひ
と
く
ち
様…

…
…
…
…
…

「
気
配
」「
影
」「
音
」
と
し
て
顕
現
。
直
接
描
写
は
最
小
限

場
所
（
ロ
ケ
地
）

　
八
尋
村
（
や
ひ
ろ
む
ら
／
架
空
の
山
間
の
集
落
）

　
笠
原
家
・
古
民
家
（
母
屋
／
奥
座
敷
／
土
間
／
裏
手
／
蔵
）

　
祠
（
裏
山
の
小
さ
な
石
祠＝

「
ひ
と
く
ち
様
」）

　
八
尋
神
社
（
本
殿
／
境
内
／
社
務
所
）

　
村
の
集
会
所
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仕
出
屋
「
澄
屋
」

　
ヒ
ロ
キ
の
東
京
マ
ン
シ
ョ
ン
（
都
内
）

　
駅
／
車
中
／
山
道
／
墓
地
／
井
戸

─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
１
　
八
尋
村
・
遠
景
（
未
明
）

　
山
深
い
集
落
。
霧
。

　
等
高
線
に
沿
っ
た
段
々
畑
。
瓦
屋
根
の
家
々
が
三
十
軒
ほ
ど
。

　
集
落
の
は
ず
れ
、
一
軒
だ
け
明
か
り
が
消
え
て
い
る
屋
敷
。

　
笠
原
家
。

　
真
っ
黒
な
鴉
が
一
羽
、
屋
根
の
上
に
と
ま
っ
て
鳴
く
。

○
２
　
笠
原
家
・
奥
座
敷
（
未
明
）

　
行
灯
の
よ
う
な
薄
い
明
か
り
。

　
老
婆
・
笠
原
シ
ノ
（80

）、
布
団
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。

　
枯
れ
枝
の
よ
う
な
手
で
、
何
か
を
握
っ
て
い
る
。

　
紙
片
。
毛
筆
で
書
か
れ
た
和
紙
。

　
　
　
　「
ひ
と
く
ち
さ
ま
　
今
日
も
お
願
い
し
ま
す
」

　
シ
ノ
の
口
が
、
ゆ
っ
く
り
動
く
。

シ
ノ
「…

…

ご
め
ん…

…

な…
…

ヒ
ロ
キ…

…

ナ
ナ
ミ…

…

」

　
息
、
途
絶
え
る
。

　
紙
片
が
、
畳
の
上
に
落
ち
る
。

　
ど
こ
か
で
、
襖
の
向
こ
う
で
、
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　…

…

ず
ず
、
と
、
何
か
が
す
す
る
音
。

○
３
　
ヒ
ロ
キ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
・
寝
室
（
朝
）

　
東
京
、
都
内
の
古
い1LD

K
。

　
ヒ
ロ
キ
（29

）、PC

前
で
作
業
し
な
が
ら
寝
落
ち
し
て
い
る
。

　
ス
マ
ホ
が
鳴
る
。
画
面
に
「
澄
屋
　
澄
江
さ
ん
」。

ヒ
ロ
キ
「（
寝
ぼ
け
て
）…

…

は
い
」

澄
江
の
声
（
電
話
）「
ヒ
ロ
キ
さ
ん…

…

お
婆
ち
ゃ
ん
、
今
朝
が
た…

…

」

　
ヒ
ロ
キ
、
目
を
開
け
る
。

○
４
　
ヒ
ロ
キ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
）

　
ヒ
ロ
キ
、
電
話
を
切
る
。

　
し
ば
し
呆
然
。

　
ナ
ナ
ミ
（23

）、
大
学
の
バ
ッ
グ
を
肩
に
入
っ
て
く
る
。

　
ヒ
ロ
キ
の
顔
を
見
て
立
ち
止
ま
る
。

ナ
ナ
ミ
「
ど
し
た
？
」

ヒ
ロ
キ
「…

…

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
亡
く
な
っ
た
っ
て
」

　
ナ
ナ
ミ
、
バ
ッ
グ
を
落
と
す
。

○
５
　
東
京
駅
・
新
幹
線
ホ
ー
ム
（
昼
）

　
喪
服
の
ヒ
ロ
キ
と
ナ
ナ
ミ
、
キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス
を
引
い
て
歩
く
。

ナ
ナ
ミ
、
目
が
赤
い
。
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ヒ
ロ
キ
、
ス
マ
ホ
で
時
刻
表
を
確
認
。

ヒ
ロ
キ
「
こ
だ
ま
で
一
時
間
、
そ
っ
か
ら
在
来
線
二
時
間
、
バ
ス
で
四
十
分
」

ナ
ナ
ミ
「…

…

遠
い
ね
」

ヒ
ロ
キ
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
こ
ん
な
遠
い
と
こ
に
一
人
で…

…

」

○
６
　
車
窓
（
夕
）

　
段
々
畑
と
山
が
流
れ
て
い
く
。

　
ナ
ナ
ミ
、
窓
に
額
を
つ
け
て
外
を
見
て
い
る
。

ナ
ナ
ミ
「
子
供
の
頃
、
一
回
だ
け
来
た
よ
ね
」

ヒ
ロ
キ
「
あ
あ
。
お
前
、
小
二
の
と
き
」

ナ
ナ
ミ
「…

…

何
か
、
怖
か
っ
た
記
憶
が
あ
る
」

ヒ
ロ
キ
「
田
舎
な
ん
て
、
そ
ん
な
も
ん
や
ろ
」

○
７
　
八
尋
村
・
バ
ス
停
（
夕
）

　
小
さ
な
バ
ス
停
。
周
り
は
畑
と
杉
林
。

　
ヒ
ロ
キ
と
ナ
ナ
ミ
が
降
り
立
つ
。

バ
ス
は
去
っ
て
い
く
。

　
誰
も
い
な
い
。

ナ
ナ
ミ
「…

…

お
兄
ち
ゃ
ん
、
誰
か
来
る
っ
て
」

ヒ
ロ
キ
「
正
志
お
じ
さ
ん
が
迎
え
に
来
る
っ
て
言
う
て
た
」

　
山
の
方
か
ら
、
軽
ト
ラ
の
エ
ン
ジ
ン
音
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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○
８
　
軽
ト
ラ
車
内
（
夕
）

　
運
転
席
に
笠
原
正
志
（52

）。
無
愛
想
。

　
助
手
席
に
ヒ
ロ
キ
、
後
ろ
の
荷
台
に
ナ
ナ
ミ
の
キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス
。
ナ
ナ
ミ
は
後
部
シ
ー
ト
。

正
志
「
久
し
ぶ
り
や
な
」

ヒ
ロ
キ
「
ご
無
沙
汰
し
て
ま
す
。
今
回
は
、
色
々
お
世
話
に
」

正
志
「…

…

」

　
沈
黙
。

正
志
「
ば
あ
さ
ん
、
苦
し
ま
ん
か
っ
た
よ
」

ヒ
ロ
キ
「
そ
れ
は
、
な
に
よ
り
で
」

正
志
「
寝
と
る
み
た
い
に
、
死
ん
ど
っ
た
」

　
正
志
、
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
で
ナ
ナ
ミ
を
見
る
。

　
ナ
ナ
ミ
、
視
線
を
感
じ
て
目
を
そ
ら
す
。

○
９
　
笠
原
家
・
外
観
（
夕
）

　
瓦
屋
根
の
古
民
家
。

　
長
い
石
段
を
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。

　
玄
関
先
に
白
い
提
灯
が
二
つ
。
忌
中
。

ヒ
ロ
キ
と
ナ
ナ
ミ
、
石
段
を
上
が
る
。

　
ナ
ナ
ミ
、
上
り
切
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ふ
と
裏
山
の
方
を
見
る
。

　
山
の
斜
面
、
木
立
の
奥
に
、
小
さ
な
祠
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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ナ
ナ
ミ
「…

…
お
兄
ち
ゃ
ん
、
あ
れ
」

ヒ
ロ
キ
「
え
？
」

　
振
り
返
る
と
、
も
う
見
え
な
い
。
霧
か
、
木
の
影
か
。

○
１
０
　
笠
原
家
・
奥
座
敷
（
夜
）

　
布
団
に
横
た
わ
る
シ
ノ
。

　
白
布
で
顔
を
覆
わ
れ
て
い
る
。

　
周
囲
に
親
族
数
名
。

　
ト
メ
（78

／
シ
ノ
の
妹
）、
大
迫
（70

）、
近
所
の
老
人
た
ち
三
、
四
人
。

ヒ
ロ
キ
と
ナ
ナ
ミ
、
手
を
合
わ
せ
る
。

ト
メ
「
よ
う
、
来
て
く
れ
た
な
あ
」

ヒ
ロ
キ
「
お
世
話
に
な
り
ま
す
」

ト
メ
「…

…

で
、
こ
れ
か
ら
、
ど
う
す
る
ん
？
」

ヒ
ロ
キ
「
え
？
」

ト
メ
「
家
の
こ
と
。
仏
壇
の
こ
と
」

ヒ
ロ
キ
「
明
日
、
葬
儀
終
わ
っ
た
ら
、
相
談
し
よ
う
か
と
」

　
ト
メ
、
ち
ら
り
と
大
迫
を
見
る
。

　
大
迫
、
小
さ
く
首
を
振
る
。

○
１
１
　
笠
原
家
・
土
間
（
夜
）
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古
い
土
間
。
昔
な
が
ら
の
か
ま
ど
。

　
澄
江
（50
／
仕
出
屋
の
女
将
）、
重
箱
を
並
べ
て
い
る
。

澄
江
「
今
晩
の
ぶ
ん
と
、
あ
し
た
朝
ご
は
ん
ぶ
ん
で
す
」

ヒ
ロ
キ
「
す
み
ま
せ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

澄
江
「
あ
と
、
こ
れ
」

　
澄
江
、
別
の
小
さ
な
弁
当
箱
を
ヒ
ロ
キ
に
渡
す
。

　
桐
の
箱
。

澄
江
「
裏
の
、
ひ
と
く
ち
様
に
、
お
供
え
し
て
く
だ
さ
い
」

ヒ
ロ
キ
「…

…

ひ
と
く
ち
様
？
」

澄
江
「
シ
ノ
さ
ん
が
、
毎
日
や
っ
て
は
っ
た
こ
と
で
す
」

　
澄
江
、
言
葉
を
濁
し
て
帰
っ
て
い
く
。

　
ナ
ナ
ミ
、
弁
当
箱
を
の
ぞ
き
込
む
。

　
中
に
は
一
口
分
の
白
飯
、
一
口
分
の
煮
物
、
一
口
分
の
魚
。

ナ
ナ
ミ
「…

…

な
ん
か
、
可
愛
い
ね
」

　
ヒ
ロ
キ
、
不
思
議
そ
う
に
箱
を
見
て
い
る
。

○
１
２
　
笠
原
家
・
裏
手
（
夜
）

　
懐
中
電
灯
の
光
。
ヒ
ロ
キ
と
ナ
ナ
ミ
、
細
い
石
段
を
登
る
。

　
裏
山
の
杉
林
。

　
小
さ
な
石
の
祠
。

　
軒
下
に
古
い
木
札
。
文
字
は
か
す
れ
て
読
め
な
い
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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ヒ
ロ
キ
「
こ
れ
か
」

　
ヒ
ロ
キ
、
弁
当
箱
の
蓋
を
開
け
、
祠
の
前
の
板
に
そ
っ
と
置
く
。

　
風
が
、
ざ
あ
、
と
杉
の
梢
を
揺
ら
す
。

　
祠
の
奥
か
ら
、

　
　
　
　
　…

…

ず
ず
、
と
、
す
す
る
音
。

　
ヒ
ロ
キ
と
ナ
ナ
ミ
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

ヒ
ロ
キ
「…

…

気
の
せ
い
や
」

　
早
足
で
石
段
を
降
り
る
。

○
１
３
　
笠
原
家
・
奥
座
敷
（
夜
）

　
ヒ
ロ
キ
と
ナ
ナ
ミ
、
客
布
団
を
敷
く
。

　
シ
ノ
の
遺
体
は
隣
の
間
に
移
さ
れ
て
い
る
。

ナ
ナ
ミ
「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
一
緒
の
部
屋
で
寝
よ
」

ヒ
ロ
キ
「
な
ん
や
、
子
供
み
た
い
に
」

ナ
ナ
ミ
「
だ
っ
て
、
気
味
悪
い
も
ん
」

　
ヒ
ロ
キ
、
苦
笑
し
て
布
団
を
並
べ
て
敷
く
。

　
襖
の
向
こ
う
か
ら
、

　
　
　
　
　…
…

ぴ
ち
ゃ
、
ぴ
ち
ゃ
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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雨
で
も
降
っ
て
き
た
か
。

　
ヒ
ロ
キ
、
雨
戸
の
隙
間
か
ら
外
を
見
る
。
晴
れ
て
い
る
。
月
が
出
て
い
る
。

○
１
４
　
笠
原
家
・
奥
座
敷
（
深
夜
）

　
ナ
ナ
ミ
、
眠
れ
な
い
。

　
天
井
の
木
目
を
見
つ
め
て
い
る
。

　
廊
下
か
ら
、
ぎ
し
、
ぎ
し
、
と
足
音
。

　
ナ
ナ
ミ
、
息
を
止
め
る
。

　
足
音
、
奥
座
敷
の
襖
の
前
で
止
ま
る
。

　
襖
が
、
数
セ
ン
チ
、
す
う
っ
と
開
く
。

　
真
っ
暗
な
廊
下
。
誰
も
い
な
い
。

　
ナ
ナ
ミ
、
小
さ
く
声
を
上
げ
る
。

ナ
ナ
ミ
「
お
兄
ち
ゃ
ん…

…

」

ヒ
ロ
キ
「（
寝
ぼ
け
て
）
な
ん
や
」

ナ
ナ
ミ
「
襖
、
開
い
た
」

ヒ
ロ
キ
「
風
や
ろ
」

　
ナ
ナ
ミ
、
そ
う
っ
と
身
を
起
こ
し
、
襖
を
閉
め
よ
う
と
す
る
。

　
閉
め
か
け
た
襖
の
隙
間
に
、

　
　
　
　
　
細
い
、
し
ろ
い
、
指
の
よ
う
な
も
の
が
、
ち
ら
り
。

　
ナ
ナ
ミ
、
息
を
呑
ん
で
、
一
気
に
襖
を
閉
め
る
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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○
１
５
　
笠
原
家
・
朝
食
（
朝
）

　
土
間
の
ち
ゃ
ぶ
台
。

　
ヒ
ロ
キ
と
ナ
ナ
ミ
、
朝
食
を
食
べ
て
い
る
。

　
澄
江
が
持
っ
て
き
た
重
箱
の
中
身
。

ナ
ナ
ミ
、
目
の
下
に
ク
マ
。

ヒ
ロ
キ
「
お
前
、
夢
で
も
見
た
ん
や
」

ナ
ナ
ミ
「
本
当
に
、
指
、
見
た
も
ん
」

ヒ
ロ
キ
「（
食
べ
な
が
ら
）
ほ
ん
な
ら
、
葬
式
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
帰
ろ
う
」

　
土
間
の
戸
が
、
こ
ん
こ
ん
、
と
叩
か
れ
る
。

　
大
迫
（70

）
が
立
っ
て
い
る
。

大
迫
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

ヒ
ロ
キ
「
ど
う
も
。
お
早
い
で
す
ね
」

大
迫
「
ち
ょ
っ
と
、
裏
、
見
せ
て
も
ろ
う
て
よ
ろ
し
い
か
」

ヒ
ロ
キ
「…

…

裏
？
」

大
迫
「
祠
で
す
」

○
１
６
　
笠
原
家
・
裏
手
・
祠
（
朝
）

　
朝
の
光
。

　
昨
夜
置
い
た
弁
当
箱
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps

10 / 28



　
蓋
が
、
わ
ず
か
に
ず
れ
て
い
る
。

　
ヒ
ロ
キ
、
蓋
を
開
け
る
。

　
中
の
白
飯
が
、
一
口
分
だ
け
、
す
っ
と
削
げ
た
よ
う
に
、

　
え
ぐ
り
取
ら
れ
て
い
る
。

ヒ
ロ
キ
「…

…

鳥
か
、
な
ん
か
や
」

大
迫
「
そ
う
で
す
な
」

　
大
迫
、
目
を
そ
ら
し
な
が
ら
言
う
。

大
迫
「
で
、
今
日
の
ぶ
ん
も
、
供
え
な
あ
か
ん
で
す
」

ヒ
ロ
キ
「
今
日
も
？
」

大
迫
「
毎
日
。
欠
か
さ
ず
。

　
　
　
シ
ノ
さ
ん
は
、
五
十
年
、
や
っ
て
は
っ
た
」

ヒ
ロ
キ
「…

…

五
十
年
？
」

大
迫
「
結
婚
し
て
こ
の
家
に
入
っ
て
か
ら
、
ず
っ
と
で
す
」

○
１
７
　
八
尋
神
社
・
境
内
（
昼
）

　
葬
儀
後
。
村
人
が
三
々
五
々
、
帰
っ
て
い
く
。

ヒ
ロ
キ
と
ナ
ナ
ミ
、
宮
司
の
榊
（60

）
に
挨
拶
し
て
い
る
。

榊
「
ご
愁
傷
さ
ま
で
し
た
」

ヒ
ロ
キ
「
あ
の
、
お
聞
き
し
て
よ
い
で
す
か
」

榊
「
は
い
」

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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ヒ
ロ
キ
「
ひ
と
く
ち
様
、
と
い
う
の
は
、
な
ん
な
ん
で
し
ょ
う
」

　
榊
の
表
情
が
、
わ
ず
か
に
曇
る
。

榊
「…

…

昔
話
で
す
。
土
地
の
」

ヒ
ロ
キ
「
ど
ん
な
」

榊
「（
言
葉
を
選
ん
で
）
こ
の
村
に
は
、
昔
、
大
き
な
飢
饉
が
あ
っ
て
。

　
　
　
そ
の
時
、
村
の
者
た
ち
が
、
生
き
延
び
る
た
め
に
、

　
　
　『
一
口
分
だ
け
』
差
し
出
す
こ
と
で
、
助
か
っ
た
、
と
い
う
話
で
す
」

ヒ
ロ
キ
「
誰
に
、
差
し
出
し
た
ん
で
す
か
」

榊
「…

…

そ
れ
は
、
も
う
、
忘
れ
ら
れ
た
神
様
で
す
」

　
榊
、
会
釈
し
て
社
務
所
に
戻
っ
て
い
く
。

　
ナ
ナ
ミ
、
ヒ
ロ
キ
の
腕
を
引
く
。

ナ
ナ
ミ
「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
早
く
帰
ろ
」

○
１
８
　
集
会
所
・
広
間
（
夕
）

　
四
十
九
日
に
は
早
い
が
、
村
の
慣
例
で
「
お
別
れ
の
膳
」
が
あ
る
。

　
大
迫
、
ト
メ
、
正
志
、
澄
江
、
村
長
・
内
田
（55

）
な
ど
。

内
田
「
遠
い
と
こ
、
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

ヒ
ロ
キ
「
こ
ち
ら
こ
そ
、
お
世
話
に
」

内
田
「
で
、
あ
の
家
、
ど
う
さ
れ
ま
す
か
」

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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ヒ
ロ
キ
「
ま
だ
、
ち
ょ
っ
と
決
め
か
ね
て
て
」

内
田
「（
笑
顔
で
）
そ
う
で
す
か
。
ま
あ
、
ゆ
っ
く
り
決
め
て
」

　
内
田
、
ヒ
ロ
キ
の
コ
ッ
プ
に
酒
を
注
ぐ
。

内
田
「（
小
声
で
）
た
だ
、
一
つ
だ
け
、
お
願
い
が
あ
り
ま
す
」

ヒ
ロ
キ
「
は
い
？
」

内
田
「
裏
の
祠
に
は
、
毎
日
、
お
供
え
を
。

　
　
　
家
を
畳
む
ま
で
の
間
、
で
構
わ
ん
で
す
か
ら
」

ヒ
ロ
キ
「…

…

そ
れ
は
、
ど
う
い
う
」

内
田
「（
遮
る
よ
う
に
）
澄
屋
が
届
け
ま
す
。

　
　
　
あ
な
た
方
は
、
供
え
る
だ
け
で
」

　
ヒ
ロ
キ
、
頷
く
し
か
な
い
。

○
１
９
　
笠
原
家
・
奥
座
敷
（
夜
）

　
ヒ
ロ
キ
、
シ
ノ
の
遺
品
整
理
を
始
め
て
い
る
。

　
桐
箪
笥
。
引
き
出
し
を
開
け
る
。

和
綴
じ
の
日
記
帳
が
出
て
く
る
。

　
表
紙
に
「
笠
原
シ
ノ
　
日
々
の
記
」。

　
ヒ
ロ
キ
、
め
く
る
。

　
昭
和
四
十
五
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　
几
帳
面
な
字
。

　
毎
日
の
ペ
ー
ジ
の
最
後
に
、
必
ず
一
行
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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　「
今
日
も
、
ひ
と
く
ち
様
に
お
供
え
」

　
ヒ
ロ
キ
、
ぱ
ら
ぱ
ら
と
め
く
る
。

　
昭
和
五
十
八
年
の
ペ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　「
忘
れ
た
。
正
男
、
ひ
と
く
ち
」

　
ヒ
ロ
キ
、
手
が
止
ま
る
。

○
２
０
　
ヒ
ロ
キ
の
電
話
（
夜
）

　
奥
座
敷
。

　
ヒ
ロ
キ
、
ス
マ
ホ
で
電
話
し
て
い
る
。

　
民
俗
学
者
の
久
住
（45

）。

久
住
の
声
「
笠
原
さ
ん
、
興
味
深
い
で
す
よ
、
そ
れ
」

ヒ
ロ
キ
「
昭
和
五
十
八
年
の
記
録
に
、『
正
男
、
ひ
と
く
ち
』
っ
て
書
い
て
あ
っ
て
」

久
住
の
声
「
正
男
さ
ん
、
と
い
う
の
は
？
」

ヒ
ロ
キ
「
う
ち
の
父
の
兄
で
す
。
子
供
の
頃
に
、
事
故
で
、
指
を
一
本
欠
い
た
と
聞
い
て
ま
す
」

　
久
住
の
声
が
、
電
話
の
向
こ
う
で
、
少
し
黙
る
。

久
住
の
声
「…

…

笠
原
さ
ん
、
そ
の
村
、

　
　
　
　
　
ち
ょ
っ
と
調
べ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
明
日
中
に
折
り
返
し
ま
す
」

ヒ
ロ
キ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

久
住
の
声
「
そ
れ
ま
で
、
お
供
え
は
、
欠
か
さ
な
い
で
」

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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通
話
終
了
。

○
２
１
　
笠
原
家
・
裏
手
・
祠
（
夜
）

　
ヒ
ロ
キ
、
新
し
い
御
膳
を
供
え
る
。

　
澄
屋
が
夕
方
届
け
た
分
。

祠
の
奥
、
闇
の
中
か
ら
、

　
　
　
　
　…

…

ず
ず
、
と
、
す
す
る
音
。

　
前
よ
り
も
、
は
っ
き
り
聞
こ
え
る
。

　
ヒ
ロ
キ
、
ぞ
っ
と
し
て
石
段
を
駆
け
降
り
る
。

○
２
２
　
笠
原
家
・
奥
座
敷
（
深
夜
）

　
ナ
ナ
ミ
、
ヒ
ロ
キ
の
布
団
に
入
り
込
ん
で
眠
っ
て
い
る
。

　
ヒ
ロ
キ
、
天
井
を
見
つ
め
て
い
る
。

　
ぎ
し
、
ぎ
し
、
と
廊
下
を
歩
く
音
。

　
前
日
と
同
じ
。

　
今
度
は
、
襖
の
前
で
は
止
ま
ら
ず
、
通
り
過
ぎ
る
。

　
家
の
、
奥
の
方
へ
。

　
ヒ
ロ
キ
、
そ
っ
と
身
を
起
こ
す
。

　
遠
く
、
奥
の
間
か
ら
、

　
　
　
　
　…
…

ぺ
ち
、
ぺ
ち
、
と
、
何
か
を
舐
め
る
音
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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○
２
３
　
回
想
・
笠
原
家
・
奥
座
敷
（
昭
和
）

　
若
き
シ
ノ
（30
代
）、
幼
い
子
（
父
・
正
男
・
５
歳
、
も
う
一
人
の
子
・
ヒ
ロ
キ
の
父
・
博
）
を
寝
か
し
つ
け
て
い
る
。

　
襖
の
向
こ
う
、
闇
。

若
シ
ノ
「（
ひ
と
り
言
）…

…

今
日
も…

…

あ
の
子
ら
、
守
っ
て
く
れ
は
っ
た…

…

」

　
若
シ
ノ
、
弁
当
箱
を
持
っ
て
、
裏
へ
。

○
２
４
　
笠
原
家
・
井
戸
端
（
朝
）

　
古
い
手
押
し
ポ
ン
プ
の
井
戸
。

　
ナ
ナ
ミ
、
顔
を
洗
っ
て
い
る
。

　
井
戸
端
に
、
小
さ
な
女
の
子
の
姿
。

　
真
帆
（17

／
制
服
）
で
は
な
く
、
も
っ
と
幼
い
、
昔
風
の
着
物
の
子
。

　
ナ
ナ
ミ
、
目
を
こ
す
る
。

　
い
な
い
。

　
代
わ
り
に
、
真
帆
（17

）
が
立
っ
て
い
る
。

真
帆
「
あ
の…

…

笠
原
さ
ん
の
、
妹
さ
ん
で
す
よ
ね
」

ナ
ナ
ミ
「
は
、
は
い
」

真
帆
「
隣
の
、
久
保
田
、
真
帆
っ
て
言
い
ま
す
。

　
　
　
ち
ょ
っ
と
、
話
、
で
き
ま
す
か
」

○
２
５
　
笠
原
家
・
縁
側
（
朝
）

　
ナ
ナ
ミ
と
真
帆
、
縁
側
に
並
ん
で
座
る
。

　
真
帆
、
制
服
。
登
校
途
中
ら
し
い
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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真
帆
「
シ
ノ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
亡
く
な
っ
た
っ
て
」

ナ
ナ
ミ
「
う
ん
」

真
帆
「
私
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
よ
く
し
て
も
ら
っ
て
た
ん
で
す
」

ナ
ナ
ミ
「
そ
う
な
ん
だ
」

真
帆
「…

…

だ
か
ら
、
言
っ
と
こ
う
と
思
っ
て
」

ナ
ナ
ミ
「
何
を
？
」

真
帆
「
早
く
、
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
日
じ
ゅ
う
に
」

　
ナ
ナ
ミ
、
真
帆
の
顔
を
見
る
。

ナ
ナ
ミ
「
ど
う
い
う
こ
と
？
」

真
帆
「（
小
声
で
）
ひ
と
く
ち
様
は
、
本
当
に
い
る
ん
で
す
」

ナ
ナ
ミ
「…

…

」

真
帆
「
毎
日
供
え
て
も
、『
代
替
わ
り
』
の
と
き
は
、
必
ず
、

　
　
　
そ
の
家
の
誰
か
一
人
、

　
　
　
一
口
、
持
っ
て
い
か
れ
る
ん
で
す
」

ナ
ナ
ミ
「
一
口
？
　
何
を
？
」

真
帆
「…

…

指
。
耳
。
鼻
。
目
。
舌
」

　
ナ
ナ
ミ
、
息
を
呑
む
。

真
帆
「
う
ち
の
祖
父
も
、
左
の
小
指
、
な
い
で
す
」

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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○
２
６
　
車
中
・
村
外
れ
（
昼
）

　
ヒ
ロ
キ
の
運
転
で
村
外
れ
に
。

　
助
手
席
に
ナ
ナ
ミ
。

　
ナ
ナ
ミ
、
真
帆
か
ら
聞
い
た
話
を
伝
え
て
い
る
。

ヒ
ロ
キ
「
そ
ん
な
、
非
科
学
的
な
」

ナ
ナ
ミ
「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
帰
ろ
う
よ
」

ヒ
ロ
キ
「
遺
品
整
理
、
ま
だ
終
わ
っ
て
な
い
」

ナ
ナ
ミ
「
家
、
専
門
業
者
に
頼
め
ば
い
い
じ
ゃ
ん
」

ヒ
ロ
キ
「（
少
し
苛
立
っ
て
）
わ
か
っ
た
。
明
日
じ
ゅ
う
に
終
わ
ら
せ
る
」

　
車
、
山
道
を
登
る
。

　
道
端
に
、
倒
れ
た
鳥
居
。

○
２
７
　
笠
原
家
・
蔵
（
昼
）

　
土
蔵
。
埃
ま
み
れ
。

　
ヒ
ロ
キ
、
古
い
行
李
を
開
け
る
。

油
紙
に
包
ま
れ
た
古
文
書
。

　
墨
で
書
か
れ
た
文
字
。

　
　
　
　
　「
八
尋
村
　
神
祀
帳
　
寛
政
三
年
」

　
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
。

　
　
　
　
　「
ひ
と
く
ち
神
　
一
口
　
欠
か
す
べ
か
ら
ず

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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怠
れ
ば
　
一
家
　
一
口
　
取
ら
れ
る
」

　
別
の
ペ
ー
ジ
。
人
の
名
前
の
一
覧
。

　
そ
の
横
に
、「
左
耳
」「
右
小
指
」「
右
目
」「
舌
半
」
な
ど
、

　
生
々
し
い
注
記
。

ヒ
ロ
キ
「（
冷
や
汗
）…

…

」

　
蔵
の
外
で
、
電
話
が
鳴
る
。

　
久
住
か
ら
だ
。

○
２
８
　
蔵
の
外
（
昼
）

　
ヒ
ロ
キ
、
電
話
に
出
る
。

久
住
の
声
「
笠
原
さ
ん
、
大
変
で
す
」

ヒ
ロ
キ
「
は
い
」

久
住
の
声
「
あ
の
村
、
江
戸
期
に
、『
欠
損
神
事
』
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
飢
饉
で
、
村
全
体
が
『
神
』
と
称
す
る
存
在
に
、

　
　
　
　
　
身
体
の
一
部
を
差
し
出
す
契
約
を
し
た
、
と
」

ヒ
ロ
キ
「
そ
れ
が
、
ひ
と
く
ち
様
」

久
住
の
声
「
お
そ
ら
く
。
で
、
問
題
は
こ
こ
か
ら
で
。

　
　
　
　
　
契
約
は
、
土
地
神
で
は
な
く
、
家
筋
に
入
っ
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
笠
原
家
の
場
合
、
代
替
わ
り
の
と
き
は
、

　
　
　
　
　
必
ず
一
人
が
『
ひ
と
く
ち
』
差
し
出
す
こ
と
が
、

　
　
　
　
　
昭
和
の
記
録
に
ま
で
残
っ
て
い
ま
す
」

ヒ
ロ
キ
「
う
ち
の
伯
父
の
指
は
、
そ
れ
か
」

久
住
の
声
「
代
替
わ
り
の
ご
当
主
は
、
三
日
以
内
に
、

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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　『
身
代
わ
り
の
人
形
』
を
祠
に
供
え
な
い
と
、

　
　
　
　
　
家
族
の
誰
か
が
、
取
ら
れ
ま
す
」

ヒ
ロ
キ
「
三
日
」

久
住
の
声
「
シ
ノ
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
日
か
ら
。

　
　
　
　
　
今
日
で
、
何
日
目
で
す
か
」

ヒ
ロ
キ
「…

…

三
日
目
や
」

　
電
話
の
向
こ
う
、
久
住
、
絶
句
す
る
。

○
２
９
　
笠
原
家
・
奥
座
敷
（
夕
）

　
ヒ
ロ
キ
、
ナ
ナ
ミ
に
久
住
の
話
を
伝
え
て
い
る
。

　
ナ
ナ
ミ
、
顔
が
青
い
。

ナ
ナ
ミ
「
身
代
わ
り
の
人
形
っ
て
、
何
」

ヒ
ロ
キ
「
久
住
さ
ん
曰
く
、
藁
人
形
か
、
土
人
形
。

　
　
　
こ
の
家
の
蔵
か
、
仏
壇
の
奥
に
あ
る
は
ず
や
っ
て
」

　
二
人
、
仏
壇
を
開
け
る
。

　
小
さ
な
引
き
出
し
の
奥
。

　
布
で
包
ま
れ
た
、
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
木
彫
り
人
形
。

ヒ
ロ
キ
「
こ
れ
か
」

　
ナ
ナ
ミ
、
人
形
を
手
に
取
る
。

　
ず
し
り
と
重
い
。

　
夕
焼
け
が
、
障
子
を
赤
く
染
め
て
い
る
。

○
３
０
　
笠
原
家
・
裏
手
・
石
段
（
夕
）

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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ヒ
ロ
キ
と
ナ
ナ
ミ
、
石
段
を
登
る
。

　
人
形
を
風
呂
敷
に
包
ん
で
。

　
半
分
ほ
ど
登
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ナ
ナ
ミ
の
足
が
止
ま
る
。

ナ
ナ
ミ
「
お
兄
ち
ゃ
ん
」

ヒ
ロ
キ
「
な
ん
や
」

ナ
ナ
ミ
「…

…

上
、
見
て
」

　
祠
の
方
。

　
夕
陽
を
背
に
、
人
影
。

　
大
迫
、
ト
メ
、
内
田
、
榊
、
澄
江
、
正
志
。

　
村
の
主
だ
っ
た
面
々
が
、
祠
の
前
に
立
っ
て
い
る
。

　
全
員
、
白
い
装
束
。

○
３
１
　
笠
原
家
・
裏
手
・
祠
前
（
夕
）

　
ヒ
ロ
キ
と
ナ
ナ
ミ
、
登
り
切
る
。

内
田
「
笠
原
さ
ん
、
お
待
ち
し
て
ま
し
た
」

ヒ
ロ
キ
「…

…

こ
れ
は
、
何
で
す
か
」

内
田
「
代
替
わ
り
の
儀
式
で
す
」

ヒ
ロ
キ
「
身
代
わ
り
人
形
を
供
え
に
来
ま
し
た
」

榊
「（
首
を
振
る
）
そ
れ
は
、
百
年
前
ま
で
で
す
」

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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ヒ
ロ
キ
「
え
？
」

榊
「
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
、
人
形
は
、

　
　
　
効
か
な
く
な
り
ま
し
た
」

ト
メ
「
ひ
と
く
ち
様
は
、
も
う
、
人
形
で
は
満
足
し
ま
せ
ん
」

大
迫
「
実
の
、
一
口
を
、
求
め
て
お
ら
れ
る
」

　
ヒ
ロ
キ
、
人
形
を
握
り
し
め
る
。

ヒ
ロ
キ
「
そ
ん
な
も
ん
、
認
め
る
か
」

内
田
「（
穏
や
か
に
）
笠
原
さ
ん
。

　
　
　
あ
な
た
も
、
妹
さ
ん
も
、
こ
の
村
を
、

　
　
　
今
晩
は
、
出
ら
れ
ま
せ
ん
」

　
ヒ
ロ
キ
、
振
り
返
る
。

　
石
段
の
下
、
他
の
村
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
。

ヒ
ロ
キ
「…

…

」

榊
「
ど
ち
ら
か
、
一
口
。

　
　
　
お
決
め
く
だ
さ
い
」

○
３
２
　
笠
原
家
・
裏
手
・
祠
前
（
夜
）

　
月
が
昇
っ
て
い
る
。

　
松
明
の
火
が
揺
れ
る
。

ヒ
ロ
キ
、
ナ
ナ
ミ
を
後
ろ
に
庇
う
。

ヒ
ロ
キ
「
俺
や
。
俺
の
一
口
、
で
え
え
」

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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ナ
ナ
ミ
「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
だ
め
」

ヒ
ロ
キ
「
お
前
は
ま
だ
、
こ
れ
か
ら
や
ろ
」

　
ヒ
ロ
キ
、
前
に
出
る
。

　
榊
が
、
古
び
た
小
刀
を
取
り
出
す
。

ヒ
ロ
キ
、
左
手
を
三
方
に
置
く
。

榊
「
左
の
、
小
指
で
、
よ
ろ
し
い
で
す
か
」

ヒ
ロ
キ
「…

…

は
い
」

　
榊
、
小
刀
を
構
え
る
。

　
ナ
ナ
ミ
、
叫
ぶ
。

ナ
ナ
ミ
「
待
っ
て
！
」

　
全
員
、
ナ
ナ
ミ
を
見
る
。

ナ
ナ
ミ
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
、
日
記
」

　
ナ
ナ
ミ
、
懐
か
ら
日
記
帳
を
取
り
出
す
。

ナ
ナ
ミ
「
昭
和
四
十
一
年
の
ペ
ー
ジ
に
、
こ
う
書
い
て
あ
り
ま
す
」

　
ナ
ナ
ミ
、
震
え
る
声
で
読
む
。

ナ
ナ
ミ
「『
ひ
と
く
ち
様
は
、
血
で
満
た
さ
れ
た
者
を
望
ま
ぬ
。

　
　
　
心
か
ら
の
、
一
口
を
望
む
』」

榊
「…

…

そ
れ
は
」

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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ナ
ナ
ミ
「『
代
替
わ
り
の
と
き
、

　
　
　
前
の
当
主
の
一
口
を
、
土
に
返
せ
ば
、

　
　
　
新
し
い
一
口
は
、
要
ら
ぬ
』」

　
村
人
た
ち
、
ざ
わ
つ
く
。

○
３
３
　
笠
原
家
・
奥
座
敷
（
夜
）

　
駆
け
込
む
ヒ
ロ
キ
と
ナ
ナ
ミ
。

　
シ
ノ
の
布
団
（
遺
体
は
す
で
に
霊
柩
車
で
運
ば
れ
、
不
在
）。

　
シ
ノ
の
枕
元
に
、
小
さ
な
木
箱
。

　
ナ
ナ
ミ
、
箱
を
取
る
。

箱
を
開
け
る
。

　
中
に
、
ひ
と
か
け
ら
の
「
爪
」
が
入
っ
て
い
る
。

　
シ
ノ
本
人
の
、
小
さ
く
切
り
取
ら
れ
た
爪
。

ナ
ナ
ミ
「
こ
れ
が
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
『
一
口
』」

　
村
人
た
ち
、
奥
座
敷
に
入
っ
て
く
る
。

大
迫
「…

…

そ
れ
を
」

ナ
ナ
ミ
「
土
に
返
し
ま
す
。
祠
の
前
に
」

　
ヒ
ロ
キ
、
ナ
ナ
ミ
の
手
を
握
る
。

○
３
４
　
笠
原
家
・
裏
手
・
祠
前
（
夜
）

　
ヒ
ロ
キ
、
爪
の
か
け
ら
を
土
に
埋
め
る
。

　
ナ
ナ
ミ
、
手
を
合
わ
せ
る
。

ナ
ナ
ミ
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
」

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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風
が
、
一
度
だ
け
、
強
く
吹
く
。

　
松
明
の
火
が
、
大
き
く
揺
れ
て
、
一
瞬
消
え
か
け
る
。

　
祠
の
奥
か
ら
、

　
　
　
　
　…

…

ず
ず
、
ず
ず
、
と
、
満
足
げ
な
音
。

　
そ
し
て
、
ぱ
た
り
、
と
静
か
に
な
る
。

○
３
５
　
笠
原
家
・
縁
側
（
明
け
方
）

　
東
の
空
が
白
み
始
め
て
い
る
。

　
ヒ
ロ
キ
と
ナ
ナ
ミ
、
縁
側
に
並
ん
で
座
っ
て
い
る
。

　
二
人
と
も
疲
れ
切
っ
て
い
る
。

ヒ
ロ
キ
「…

…

こ
れ
で
、
終
わ
り
か
」

内
田
（
縁
側
下
か
ら
）「
終
わ
り
で
す
。

　
　
　
あ
な
た
方
の
代
は
、
も
う
、
関
係
あ
り
ま
せ
ん
」

　
内
田
、
他
の
村
人
と
共
に
、
会
釈
し
て
去
っ
て
い
く
。

○
３
６
　
笠
原
家
・
奥
座
敷
（
朝
）

　
ヒ
ロ
キ
、
日
記
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
を
開
く
。

　
シ
ノ
の
字
。

　
　
　
　
　「
ヒ
ロ
キ
へ
。

　
　
　
　
　
　
代
替
わ
り
の
時
は
、

　
　
　
　
　
　
わ
た
し
の
一
口
を
、

　
　
　
　
　
　
祠
に
返
し
て
お
く
れ
」

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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ヒ
ロ
キ
、
日
記
を
閉
じ
る
。

　
目
頭
を
押
さ
え
る
。

○
３
７
　
八
尋
村
・
バ
ス
停
（
昼
）

　
ヒ
ロ
キ
と
ナ
ナ
ミ
、
キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス
を
引
い
て
立
っ
て
い
る
。

　
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
。

　
真
帆
が
、
制
服
姿
で
、
息
を
切
ら
し
て
走
っ
て
く
る
。

真
帆
「
無
事
で
、
よ
か
っ
た
」

ナ
ナ
ミ
「
心
配
し
て
く
れ
て
た
ん
だ
ね
」

真
帆
「
お
兄
ち
ゃ
ん
の
、
指
、
無
事
で
す
か
」

ヒ
ロ
キ
「（
苦
笑
し
て
）
無
事
や
」

真
帆
「
家
、
ど
う
す
る
ん
で
す
か
」

ヒ
ロ
キ
「…

…

し
ば
ら
く
、
そ
の
ま
ま
に
。

　
　
　
年
に
一
度
、
正
月
に
、
来
る
わ
。

　
　
　
ひ
と
く
ち
様
に
お
供
え
し
に
」

　
真
帆
、
う
な
ず
く
。

真
帆
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
喜
び
ま
す
」

○
３
８
　
車
窓
・
下
り
（
昼
）

　
山
道
を
バ
ス
が
降
り
て
い
く
。

　
ナ
ナ
ミ
、
窓
の
外
を
見
て
い
る
。

　
ふ
と
、
背
後
の
山
の
方
、

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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小
さ
な
祠
の
あ
た
り
に
、
一
瞬
、

　
白
い
着
物
の
、
老
婆
の
よ
う
な
影
が
見
え
る
。

　
手
を
振
っ
て
い
る
。

　
ナ
ナ
ミ
、
手
を
振
り
返
す
。

　
だ
れ
に
も
見
え
な
い
よ
う
に
、
小
さ
く
。

○
３
９
　
東
京
・
ヒ
ロ
キ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
（
夜
）

　
一
週
間
後
。

　
ヒ
ロ
キ
、PC

で
原
稿
を
書
い
て
い
る
。

　
画
面
に
「
民
俗
学
雑
誌
　
特
集
：
土
地
神
と
契
約
」。

　
ナ
ナ
ミ
、
キ
ッ
チ
ン
で
紅
茶
を
淹
れ
て
い
る
。

ナ
ナ
ミ
「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
も
う
書
い
て
る
の
」

ヒ
ロ
キ
「
久
住
さ
ん
に
頼
ま
れ
た
」

　
ナ
ナ
ミ
、
ヒ
ロ
キ
の
肩
越
し
に
画
面
を
覗
く
。

　
ふ
と
、
窓
の
ほ
う
を
見
る
。

　
窓
ガ
ラ
ス
に
、
う
っ
す
ら
、

　
小
さ
な
祠
の
よ
う
な
形
の
、
光
の
反
射
。

　
ナ
ナ
ミ
、
目
を
こ
す
る
。

　
反
射
、
消
え
て
い
る
。

○
４
０
　
ヒ
ロ
キ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ベ
ラ
ン
ダ
（
夜
）

　
ヒ
ロ
キ
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
、
煙
草
を
吸
う
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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東
京
の
夜
景
。

　
遠
く
で
サ
イ
レ
ン
。

　
ふ
と
、
足
元
を
見
る
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
隙
間
に
、
小
さ
な
植
木
鉢
。

　
植
木
鉢
の
土
の
上
に
、

　
一
口
分
の
、
白
い
飯
粒
が
、

　
ち
ょ
こ
ん
と
、
置
か
れ
て
い
る
。

ヒ
ロ
キ
「…

…

」

　
ヒ
ロ
キ
、
一
瞬
、
凍
り
つ
く
。

　
振
り
返
る
。

　
ナ
ナ
ミ
が
、
キ
ッ
チ
ン
で
、

　
こ
ち
ら
に
背
を
向
け
て
、

　
何
か
を
し
て
い
る
。

　
ナ
ナ
ミ
、
肩
越
し
に
振
り
返
る
。

　
い
つ
も
通
り
の
笑
顔
。

ナ
ナ
ミ
「
お
茶
、
冷
め
る
よ
」

　
ヒ
ロ
キ
、
ぎ
こ
ち
な
く
笑
っ
て
、
部
屋
に
戻
る
。

　
植
木
鉢
の
白
米
。

　
ゆ
っ
く
り
、
ず
ず
っ
、
と
、

　
一
口
分
だ
け
、
削
げ
落
ち
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
消
え
る
。

終

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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